
 

 

令和７年１２月１８日 教育委員会会議録 

 

１ 日   時  令和７年１２月１８日（木） 午後３時～午後３時２４分 

２ 場   所 １０階 委員会開催室 

３ 出 席 委 員 金沢智也教育長、田中克委員、向田敏委員、細谷真紀子委員、 伊藤洋子委員 

４ 出 席 者 板垣裕子教育部長、沼澤裕志教育企画課長（兼）企業・卒業生連携室長、 

長橋真教育総務課長、横山尚久学校教育課長、 

東海林一善総合学習センター所長、阿部宏社会教育青少年課長、 

和田裕樹少年自然の家所長、齋藤久美図書館長、 

古内和彦学校給食センター所長（兼）栄養管理室長、 

志済直史商業高等学校事務長、事務局（教育企画課及び教育総務課職員） 

 

会議次第 

 

１ 開     会 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 報 告 事 項 

 ⑴ 南沼原小学校旧校舎跡地利活用の進捗について 

 ⑵ （仮称）山形市自然の家基本計画策定の進捗状況について 

 ⑶ 令和８年「山形市二十歳の祝賀式」について 

４ そ  の  他 

５ 日  程  等 

⑴ 教育委員会の日程について 

⑵ 教育委員会主催（共催）の行事予定について 

６ 閉     会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

会議録 

 

１ 開 会  教育長 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

教育長…本日の会議録の署名委員だが、細谷委員にお願いしたい。 

 

＜各委員より了承の声＞ 

 

３ 報 告 事 項 

 

教育長…報告事項⑴「南沼原小学校旧校舎跡地利活用の進捗について」説明をお願いする。 

 

＜教育企画課長より説明＞ 

 

教育長…ただ今の説明について、意見や質問等はあるか。 

 

向田委員…市所有地から埋設物が出てきたということか。 

 

教育企画課長…市所有地とそれ以外の部分からも、コンクリート片等が出てきている。 

 

向田委員…どのような経緯で埋設物が埋められたかは不明とのことだが、今回の解体工事の際 

     に埋められた物でないと確認はできているのか。 

 

教育企画課長…今回の解体工事により埋め戻したという事実はない。 

 

向田委員…埋設物の古さ等からわかったということか。今の建物が建つ前から埋められていた

可能性もあるのか。 

 

教育企画課長…プレハブ旧校舎の増改築を繰り返しているため、解体を行った業者にその全て

の図面の履歴を見せているが、図面の中に確認しきれない物もあるかと思う。

どのような経過でその埋設物が残ったのかは不明である。 

 

向田委員…令和元年に旧校舎解体工事に係る仮契約を締結した業者による工事の中であったり、

その近辺に埋められた物ではないと確認できているのか。 

 

教育企画課長…解体工事に伴う要求水準があり、図面等を見せてもらいながら、解体工事が適

正に行われたことを確認している。 



 
 

 

向田委員…令和元年１１月の契約に基づいて埋められた物ではないという認識でよいか。 

 

教育企画課長…そのとおりである。 

 

細谷委員…埋設物処理費用の所管はどこになるのか。 

 

教育企画課長…山形市の企画調整課が土地売買契約を行っており、処理費用の所管についても

同課になる。 

 

教育長…他に意見や質問はあるか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

教育長…次に、報告事項⑵「（仮称）山形市自然の家基本計画策定の進捗状況について」説明を

お願いする。 

 

＜教育企画課長より説明＞ 

 

教育長…ただ今の説明について、意見や質問等はあるか。 

 

細谷委員…参考資料として神戸市立自然の家の先行事例が載っているが、神戸市立自然の家を 

先行事例とした理由をお聞きしたい。 

 

教育企画課長…事業者からの提案があり、市の基本的な構想とも一致していたため参考例とし

た。 

 

細谷委員…なぜその質問をしたかというと、以前自然の家基本計画のプロポーザルの話の中で、 

防災機能のことをお話させていただいたところだが、神戸市立自然の家は防災の視 

点を持った施設であるため、防災面での期待も込めて質問をした。今回、事業者か 

らの提案内容にはそれがなかったものと認識した。 

 

教育長…他に意見や質問はあるか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

教育長…続いて報告事項⑶「令和８年「山形市二十歳の祝賀式」について」説明をお願いする。 

 

＜社会教育青少年課長より説明＞ 

 



 
 

 

教育長…ただ今の説明について、意見や質問等はあるか。 

 

田中委員…二点質問させていただきたい。一点目、ここ数年の二十歳の方の人数や状況変化等、

わかる範囲でお聞きしたい。二点目、オープニングイベントは来賓も見ることがで

きるのか。 

 

社会教育青少年課長…一点目について、対象者には案内状を送付しており、今年は２,２７７名、

令和６年は２,３３６名、令和５年は２,５２５名、令和４年は２,５０５

名、令和３年は２,４９５名である。人数について、ここ５年はほぼ横這

いだが、令和６年から若干減少している。参加率については、令和３年

は３２．１％で、この年はコロナ等の影響もあり低くなっている。令和

４年は６５．９％、令和５年は７４．２％、令和６年は７０．８％、令

和７年は７８．４％と、昨年は８割近くの方が参加している。二点目に

ついては、式典とオープニングイベントを分けてはいるが、来賓を含め

て着席した後に開始する。 

 

教育長…他に意見や質問はあるか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

４ そ の 他 

 

教育長…その他委員より報告等はないか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

教育長…事務局よりその他報告等はないか。 

 

＜事務局より「なし」の声＞ 

 

５ 日 程 等 

 

＜教育総務課長より教育長及び教育委員の日程及び教育委員会主催（共催）の行事等について

説明＞ 

 

６ 閉 会  教育長 

 


